
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
訴
訟
判
決
か
ら
読
む 

管
理
監
督
者
と
は 

 
 

「
日
本
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
店
長
は
管
理
職
に
当
た
ら
な
い
。」と
し

て
、
本
年
１
月
２
８
日
、
東
京
地
方
裁
判
所
が
、
残
業
代
等
約
７

５
０
万
円
を
支
払
う
こ
と
を
命
じ
る
判
決
を
出
し
、
マ
ス
コ
ミ
で

も
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
判
決
後
、
多
く
の
サ
ー
ビ
ス
業
関

連
企
業
は
、
管
理
監
督
者
を
時
間
外
労
働
の
対
象
と
な
る
措
置
に

踏
み
切
っ
た
の
は
記
憶
の
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
当
事
務
所
に
お

い
て
も
、
２
月
以
降
、
企
業
側
、
労
働
者
側
の
相
談
、
対
応
依
頼

が
増
加
し
て
お
り
、
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
す
。 

 

労
働
基
準
法
４
１
条
２
号
に
よ
り
、「
監
督
も
し
く
は
管
理
の
地

位
に
あ
る
者（
管
理
監
督
者
）」に
つ
い
て
は
、労
働
時
間
や
休
憩
、

残
業
手
当
等
に
つ
き
、
同
法
の
規
制
の
対
象
外
に
な
り
、
残
業
代

を
支
払
う
必
要
が
な
い
、
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
マ
ク
ド

ナ
ル
ド
の
店
長
が
同
法
が
定
め
る
管
理
監
督
者
に
あ
た
る
の
か
が
、

争
点
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
流
れ
を
受
け
て
、
４
月
１
日
付
け
で
各
都
道
府
県
労
働
基

準
局
長
あ
て
に
『
管
理
監
督
者
の
範
囲
の
適
正
化
に
つ
い
て
』
の

通
達
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
的
に
は
、
社
会
的
関
心
が
高
ま
っ

て
い
る
『
名
ば
か
り
管
理
職
』、『
偽
装
管
理
職
』
の
取
扱
い
に
関

し
て
、
労
使
双
方
か
ら
の
相
談
が
増
加
し
て
い
る
状
況
に
鑑
み
、

管
理
監
督
者
の
取
扱
い
に
つ
い
て
問
題
が
認
め
ら
れ
る
恐
れ
の
あ

る
事
案
に
つ
い
て
は
、
適
切
な
監
督
指
導
を
実
施
す
る
よ
う
期
さ

れ
た
い
旨
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
の
、
行
政
指
導
・
勧
告
の

強
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

 

こ
の
問
題
は
、
管
理
監
督
者
に
焦
点
が
当
た
っ
て
い
ま
す
が
、

突
き
詰
め
る
と
、『
サ
ー
ビ
ス
残
業
』
問
題
と
行
き
つ
き
ま
す
。 

管
理
監
督
者
に
限
ら
ず
、
全
て
の
職
種
・
職
位
に
関
係
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
現
行
法
規
に
沿
っ
た
『
適
正
な
労
働
分
配
』
と
は

何
か
を
今
一
度
見
つ
め
直
す
時
期
に
あ
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

   

●
労
働
基
準
法
４
１
条
２
号
の
管
理
監
督
者
と
は 

（
労
働
時
間
等
に
関
す
る
規
定
の
適
用
除
外
）  

第
四
十
一
条  

こ
の
章
、第
六
章
及
び
第
六
章
の
二
で
定
め
る
労

働
時
間
、
休
憩
及
び
休
日
に
関
す
る
規
定
は
、
次
の
各
号
の
一
に

該
当
す
る
労
働
者
に
つ
い
て
は
適
用
し
な
い
。 

  一  

別
表
第
一
第
六
号
（
林
業
を
除
く
。）
又
は
第
七
号
に
掲
げ

る
事
業
に
従
事
す
る
者  

二  

事
業
の
種
類
に
か
か
わ
ら
ず
監
督
若
し
く
は
管
理
の
地
位

に
あ
る
者
又
は
機
密
の
事
務
を
取
り
扱
う
者  

三  

監
視
又
は
断
続
的
労
働
に
従
事
す
る
者
で
、使
用
者
が
行
政

官
庁
の
許
可
を
受
け
た
も
の 

 

こ
の
条
文
の
２
号
で
は
、
管
理
監
督
者
の
職
務
内
容
、
権
限
ま 

で
は
触
れ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。抽
象
的
表
記
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
点
、
昭
和
２
２
年
、
昭
和
６
３
年
に
行
政
通
達
で
解
釈
例
規

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
管
理
監
督
者
の
要
点
を
簡
単
に
ま
と
め
ま

す
と
以
下
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

な
ど
の
基
準
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
ま
す
。
要
す
る
に
、
名
称
に

こ
だ
わ
ら
ず
権
限
の
内
容
や
勤
務
の
実
態
に
応
じ
て
判
断
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。 

  
●
留
意
点 

 
 

       

労
働
基
準
法
４
１
条
２
号
に
規
定
す
る
管
理
監
督
者
は
中
小
企

業
に
と
っ
て
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
も
の
で
、
そ
の
大
多
数
は
該
当

し
な
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
中
小
企
業
に
お
い
て
は
、
委
任
契

約
で
あ
る
取
締
役
で
す
ら
上
記
の
項
目
を
満
た
す
か
と
言
え
ば
代

表
取
締
役
を
除
き
？
？
で
す
。
日
本
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
控
訴
す
る

と
の
こ
と
で
す
が
、
控
訴
審
、
更
に
は
上
告
審
で
も
敗
訴
す
る
と

予
想
さ
れ
ま
す
。こ
の
判
決
を
受
け
て
、企
業
の
対
応
と
し
て
は
、

ラ
イ
ン
職
長
の
給
与
の
見
直
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
可
能
性
が
出

て
き
ま
し
た
。
役
職
手
当
と
時
間
外
勤
務
の
バ
ラ
ン
ス
の
検
討
、

固
定
残
業
制
導
入
の
可
能
性
の
是
非
等
々
、
ま
ず
は
上
記
③
の
見

直
し
が
優
先
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。 
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③ ② ① 
労
働
時
間
等
に
関
す
る
法
の
適
用
を
除
外
さ
れ
て
も
保

護
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
な
い
と
い
え
る
程
度
に
、
賃
金

等
の
待
遇
や
そ
の
勤
務
態
様
に
お
い
て
、
他
の
一
般
労

働
者
に
比
べ
て
優
遇
措
置
が
取
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か 

労
働
基
準
法
所
定
の
労
働
時
間
等
の
枠
を
超
え
て
事
業

活
動
す
る
こ
と
を
要
請
さ
れ
て
も
、
や
む
を
得
な
い
も

の
と
い
え
る
よ
う
な
重
要
な
職
務
と
権
限
を
付
与
さ
れ

て
い
る
か 

労
務
管
理
な
ど
で
経
営
側
と
一
体
の
立
場
に
あ
る
か 

企
業
の
管
理
監
督
者 

≠ 

管
理
監
督
者
（
労
働
基
準
法
４
１
条
２
号
） 


